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 要  旨 
ネットワークカメラや MPEG カメラなど，撮影した映像を MPEG フォーマットで圧縮し，配信・
蓄積する機器が急速に普及している．MPEG フォーマットでは，空間的な圧縮と時間的な圧縮を使用
し，時間的な圧縮のフレーム間予測では, 動きベクトルを生成する．動きベクトルは，映像データそ
のものに比べてデータサイズが非常に小さく，フレーム間の移動量を持っているため，動画像解析に
有用であると考えられる． 
本来，動きベクトルは圧縮を目的として生成されるものであり，必ずしも移動物体の動き量のみを
表すものではなく，動画像解析に不要なノイズ的なベクトルも多く含む．特に，平坦な領域や低テク
スチャ領域などの均質領域，直線パターンを含む領域で発生するベクトルは変動が激しく，動画像解
析に悪い影響を及ぼす． 
本論文では，これらのノイズ的なベクトルを軽減し，動画像解析に有用なベクトルを抽出するMPEG
動きベクトル補正を提案する．本提案手法は，グローバルモーション推定と動きベクトルに基づくゼ
ロ比較法の 2 つの処理から構成される． 
まず，入力された MPEG 動きベクトルに対し，グローバルモーション推定を行う．均質領域と見な
せる領域であってもノイズ的なベクトルではなくグローバルモーションを表現していることがある．
これらの領域のベクトルをグローバルモーション推定によって正しく用いることができる．この処理
によって，入力された動きベクトルから，グローバルモーションベクトルと，移動物体の動きとノイ
ズを含むローカルモーションベクトルを推定でき，グローバルモーションに伴うノイズベクトルも除
去できる． 
次に，動きベクトルに基づくゼロ比較法を適用する．ゼロ比較法とは，画素領域での移動領域推定
手法である．本提案手法では，動きベクトルに基づくゼロ比較法を提案し，移動領域ではない均質領
域や直線領域を検知することでノイズ的なベクトルを除去する． 
以上の処理によって，カメラの動きに伴うグローバルモーションを含んだベクトルからでも，均質
領域や直線領域に発生するノイズベクトルが除去でき，動画像解析に有用なグローバルモーションベ
クトルと，移動物体の動き情報であるローカルモーションベクトルを補正結果として出力できる． 
実際に撮影によって得られた MPEG 動画像を用いて実験を行い，均質領域や直線領域にノイズベク
トルが発生している動画像から，動画像解析に有用なベクトルが出力されることを確認する．また，
補正結果を動きベクトルを用いた移動領域の抽出手法に適用することで提案手法の有効性を示す． 
 
